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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　昇華性の染料をポリカーボネート系樹脂を材料とする樹脂体に蒸着させて定着させるこ
とによって染色された染色樹脂体にハードコートを行うために、染色樹脂体に付着される
ハードコート用組成物であって、
　３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーと、   
　前記３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーを溶解するための溶媒であって、セロ
ソルブ系溶媒を除いたグリコール系溶媒及びエチレングリコールのエーテル類であるセロ
ソルブ系溶媒の少なくとも一方からなる第１溶媒と、メタノールと、エタノールと、イソ
プロピルアルコールと、グリセリンと、の少なくともいずれかである低級アルコールから
なる第２溶媒と、が混合されてなる低侵襲性の溶媒と、
　を有し、
　前記溶媒は、前記溶媒の全量に対して、前記第１溶媒が３０重量％以上、且つ、８０重
量％以下の割合で混合され、前記染色樹脂体の色の変化を抑制することを特徴とするハー
ドコート用組成物。
【請求項２】
　ポリカーボネート系樹脂を材料とする樹脂体が染色された染色樹脂体にハードコートを
行うために、前記染色樹脂体に付着されるハードコート用組成物であって、
　３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーと、   
　前記３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーを溶解するための溶媒であって、セロ
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ソルブ系溶媒を除いたグリコール系溶媒及びエチレングリコールのエーテル類であるセロ
ソルブ系溶媒の少なくとも一方からなる第１溶媒と、メタノールと、エタノールと、イソ
プロピルアルコールと、グリセリンと、の少なくともいずれかである低級アルコールから
なる第２溶媒と、が混合されてなる低侵襲性の溶媒と、を有し、
　前記溶媒は、前記溶媒の全量に対して、前記第１溶媒が３０重量％以上、且つ、８０重
量％以下の割合で混合され、前記染色樹脂体の色の変化を抑制することを特徴とするハー
ドコート用組成物。
【請求項３】
　ハードコート付き染色樹脂体を製造するハードコート付き染色樹脂体の製造方法であっ
て、
　染料の付着された基体をポリカーボネート系樹脂を材料とする樹脂体と非接触で対向さ
せ、前記染料を加熱することによって、前記基体に付着された前記染料を昇華させ、前記
染料を前記樹脂体に蒸着させる蒸着ステップと、
　前記染料が蒸着された前記樹脂体を加熱することによって、前記染料を定着させる定着
ステップと、
　３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーと、前記３官能以上の（メタ）アクリレー
トモノマーを溶解するための溶媒であって、セロソルブ系溶媒を除いたグリコール系溶媒
及びエチレングリコールのエーテル類であるセロソルブ系溶媒の少なくとも一方からなる
第１溶媒と、メタノールと、エタノールと、イソプロピルアルコールと、グリセリンと、
の少なくともいずれかである低級アルコールからなる第２溶媒と、が混合されてなる低侵
襲性の溶媒と、を有し、前記溶媒が、前記溶媒の全量に対して、前記第１溶媒が３０重量
％以上、且つ、８０重量％以下の割合で混合され、前記染色樹脂体の色の変化を抑制する
ハードコート用組成物を、前記染料が定着された前記樹脂体に付着させるハードコート処
理ステップと、
　を有することを特徴とするハードコート付き染色樹脂体の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、染色された樹脂体にハードコートを行うために染色樹脂体に付着されるハー
ドコート用組成物、及び染色された樹脂体にハードコートを行うことによってハードコー
ト付き染色樹脂体を製造するハードコート付き染色樹脂体の製造方法に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
従来、チオール基を有する修飾剤と３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーとの付加
反応により多官能（メタ）アクリレートモノマー変性修飾剤を得て、得られた多官能（メ
タ）アクリレートモノマー変性修飾剤を金属酸化物微粒子に修飾させることによって、製
造された樹脂組成物が知られている（特許文献１参照）。このような樹脂組成物はハード
コート液として、樹脂体（例えば、プラスチックシート、プラスチックレンズ、プラスチ
ックフィルム等）に付着（塗布）させ、基板の機械的物性を高めるために使用することが
できる。また、樹脂体に対して染色処理が施され、染色された樹脂体に対して、ハードコ
ートを行う場合もある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－２１３９８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、樹脂体に対して染色処理が施された染色樹脂体に対して、ハードコートを行
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う場合に、ハードコート液が、染色樹脂体の色を変化（例えば、濃度変化、変色等）させ
てしまう問題があった。
【０００５】
　本開示は、上記問題点を鑑み、染色された樹脂体の色の変化を抑制することのできるハ
ードコート用組成物、及びハードコート付き染色樹脂体の製造方法を提供することを技術
課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本開示は以下のような構成を備えることを特徴とする。
【０００７】
　（１）　本開示の第１態様に係るハードコート用組成物は、昇華性の染料をポリカーボ
ネート系樹脂を材料とする樹脂体に蒸着させて定着させることによって染色された染色樹
脂体にハードコートを行うために、染色樹脂体に付着されるハードコート用組成物であっ
て、３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーと、  前記３官能以上の（メタ）アクリ
レートモノマーを溶解するための溶媒であって、セロソルブ系溶媒を除いたグリコール系
溶媒及びエチレングリコールのエーテル類であるセロソルブ系溶媒の少なくとも一方から
なる第１溶媒と、メタノールと、エタノールと、イソプロピルアルコールと、グリセリン
と、の少なくともいずれかである低級アルコールからなる第２溶媒と、が混合されてなる
低侵襲性の溶媒と、を有し、前記溶媒は、前記溶媒の全量に対して、前記第１溶媒が３０
重量％以上、且つ、８０重量％以下の割合で混合され、前記染色樹脂体の色の変化を抑制
することを特徴とする。
（２）　本開示の第２態様に係るハードコート用組成物は、ポリカーボネート系樹脂を材
料とする樹脂体が染色された染色樹脂体にハードコートを行うために、前記染色樹脂体に
付着されるハードコート用組成物であって、３官能以上の（メタ）アクリレートモノマー
と、前記３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーを溶解するための溶媒であって、セ
ロソルブ系溶媒を除いたグリコール系溶媒及びエチレングリコールのエーテル類であるセ
ロソルブ系溶媒の少なくとも一方からなる第１溶媒と、メタノールと、エタノールと、イ
ソプロピルアルコールと、グリセリンと、の少なくともいずれかである低級アルコールか
らなる第２溶媒と、が混合されてなる低侵襲性の溶媒と、を有し、前記溶媒は、前記溶媒
の全量に対して、前記第１溶媒が３０重量％以上、且つ、８０重量％以下の割合で混合さ
れ、前記染色樹脂体の色の変化を抑制することを特徴とする。
（３）　本開示の第３態様に係るハードコート付き染色樹脂体の製造方法は、ハードコー
ト付き染色樹脂体を製造するハードコート付き染色樹脂体の製造方法であって、染料の付
着された基体をポリカーボネート系樹脂を材料とする樹脂体と非接触で対向させ、前記染
料を加熱することによって、前記基体に付着された前記染料を昇華させ、前記染料を前記
樹脂体に蒸着させる蒸着ステップと、前記染料が蒸着された前記樹脂体を加熱することに
よって、前記染料を定着させる定着ステップと、３官能以上の（メタ）アクリレートモノ
マーと、前記３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーを溶解するための溶媒であって
、セロソルブ系溶媒を除いたグリコール系溶媒及びエチレングリコールのエーテル類であ
るセロソルブ系溶媒の少なくとも一方からなる第１溶媒と、メタノールと、エタノールと
、イソプロピルアルコールと、グリセリンと、の少なくともいずれかである低級アルコー
ルからなる第２溶媒と、が混合されてなる低侵襲性の溶媒と、を有し、前記溶媒が、前記
溶媒の全量に対して、前記第１溶媒が３０重量％以上、且つ、８０重量％以下の割合で混
合され、され、前記染色樹脂体の色の変化を抑制するハードコート用組成物を、前記染料
が定着された前記樹脂体に付着させるハードコート処理ステップと、を有することを特徴
とする。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本実施例に係るハードコート付き染色樹脂体の製造方法について説明するための
フローチャートである。
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【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明者らは鋭意研究を重ねた結果、少なくとも３官能以上の（メタ）アクリレートモ
ノマーと、グリコール系溶媒（溶剤）及びセロソルブ系溶媒（溶剤）の少なくとも一方か
らなる第１溶媒と、低級アルコールからなる第２溶媒と、が混合された溶媒と、を有する
ハードコート用組成物が、染色された染色樹脂体にハードコートを行う際に、染色された
樹脂体の色の変化を抑制することができ、ハードコート用組成物として特に好適に使用で
きることを見出した。例えば、樹脂体としては、プラスチックシート、プラスチックレン
ズ、プラスチックフィルム、携帯電話のカバー、自動車のライト用のカバー、アクセサリ
ー、玩具等、種々の樹脂体が挙げられる。
【００１０】
　なお、本実施例において、使用される３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーは以
下に挙げるものを使用することができる。なお、表記上「・・・（メタ）アクリレート」
とあるのは「・・・アクリレート」または「・・・メタクリレート」を表す。
【００１１】
　本実施例において、例えば、ハードコート用組成物は、３官能以上の（メタ）アクリレ
ートモノマー、第１溶媒と第２溶媒との混合溶媒、及び光重合開始剤を有する。
【００１２】
　例えば、３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーは、ハードコートを行った際に、
樹脂体を覆うための樹脂として用いられる。例えば、３官能以上の（メタ）アクリレート
モノマーとしては、トリメチロールプロパントリメタクリレート、トリメチロールプロパ
ントリアクリレート、エチレンオキサイド変性トリメチロールプロパントリアクリレート
、ペンタエリスリトールトリアクリレート、ペンタエリスリトールテトラアクリレート、
ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、テトラメチロールメタントリアクリレート
、テトラメチロールメタンテトラアクリレート、トリス（２-ヒドロキシエチル）イソシ
アヌレートトリアクリレート等の分岐鎖状、環状の（メタ）アクリレート類、又はウレタ
ンアクリレート類等を用いてもよい。もちろん、３官能以上の（メタ）アクリレートモノ
マーは、ここに挙げるものに限るものではない。また、例えば、３官能以上の（メタ）ア
クリレートモノマーを１種類または複数組み合せて使用するようにしてもよい。
【００１３】
　例えば、第１溶媒は、第２溶媒とともに用いられ、少なくとも３官能以上の（メタ）ア
クリレートモノマーを溶解するために用いられる。例えば、第１溶媒としては、グリコー
ル系溶媒及びセロソルブ系溶媒の少なくとも一方が用いられる。例えば、グリコール系溶
媒としては、プロピレングリコールモノメチルエーテル（ＰＧＭ）、プロピレングリコー
ルモノメチルエーテルアセテート（ＰＧＭＥＡ）、エチレングリコール、ジエチレングリ
コール、トリエチレングリコール、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレ
ングリコールジエチルエーテル、ジエチレングリコールジブチルエーテル、トリエチレン
グリコールモノメチルエーテル等を用いてもよい。もちろん、グリコール系溶媒は、ここ
に挙げるものに限るものではない。例えば、セロソルブ系溶媒としては、メチルセロソル
ブ（エチレングリコールモノメチルエーテル）、エチルセロソルブ（エチレングリコール
モノエチルエーテル）、ブチルセロソルブ（エチレングリコールモノブチルエーテル）等
を用いてもよい。もちろん、セロソルブ系溶媒は、ここに挙げるものに限るものではない
。なお、例えば、第１溶媒としては、グリコール系溶媒を１種類または複数組み合せて使
用するようにしてもよい。また、例えば、第１溶媒としては、セロソルブ系溶媒を１種類
または複数組み合せて使用するようにしてもよい。また、例えば、第１溶媒としては、グ
リコール系溶媒とセロソルブ系溶媒を組み合わせて使用するようにしてもよい。なお、第
１溶媒の含有量（割合）は、第１溶媒と第２溶媒が混合された溶媒の全量（以下、溶媒の
全量と記載）に対して、８０重量％以下、さらに好ましくは、３０重量％～８０重量％で
ある。このように、第１溶媒の含有量が、溶媒の全量に対して、８０％以下の割合で混合
されることによって、染色された樹脂体の色の変化をより抑制することができる。また、
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第１溶媒の含有量が、溶媒の全量に対して、３０％以上の割合で混合されることによって
、低級アルコールが多くなり過ぎることによって生じる濡れ性の低下を抑制することがで
きる。すなわち、染色された樹脂体に対して、第１溶媒が溶媒の全量に対して３０重量％
～８０重量％で混合されている溶媒を有するハードコート用組成物を用いることによって
、染色された樹脂体の色の変化を抑制しつつ、濡れ性の高いハードコートを行うことがで
きる。
【００１４】
　例えば、第２溶媒としては、第１溶媒とともに用いられ、少なくとも３官能以上の（メ
タ）アクリレートモノマーを溶解するために用いられる。例えば、第２溶媒としては、低
級アルコールが用いられる。例えば、低級アルコールとしては、メタノール、エタノール
、イソプロピルアルコール（ＩＰＡ）、グリセリン等を用いてもよい。もちろん、低級ア
ルコールは、ここに挙げるものに限るものではない。また、例えば、低級アルコールを１
種類または複数組み合せて使用するようにしてもよい。
 
【００１５】
　例えば、光重合開始剤は、ハードコート用組成物を紫外線にて硬化させるための反応を
開始させるために用いられる。例えば、光重合開始剤としては、トリス（クロロメチル）
トリアジン、２，４－トリクロロメチル－（４'－メトキシスチリル）－６－トリアジン
、２－〔２－（フラン－２－イル）エテニル〕－４，６－ビス（トリクロロメチル）－Ｓ
－トリアジン、２，４，６－トリス（トリクロロメチル）－Ｓ－トリアジンなどのトリア
ジン系化合物、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインイソ
プロピルエーテル、ベンゾインブチルエーテルなどのベンゾイン系化合物、ジエトキシア
セトフェノン、４－フェノキシジクロロラセトフェノン、２－ベンジル－２－ジメチルア
ミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－ブタン－１－オン、ベンゾフェノン、２－ヒ
ドロキシ－２－メチルプロピオフェノン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン
、１－ヒドロキシシクロヘキシルアセトフェノンなどのアセトフェノン系化合物、チオキ
サントン、２－メチルチオキサントン、２，４－ジメチルチオキサントン、２－クロロチ
オキサントンなどのチオキサントン系化合物、ベンジルジメチルケタール、２，４，６－
トリメチルベンゾインジフェニルフォスフィンオキサイド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ安息
香酸イソアミル、アシルフォスヒンオキサイド等を用いてもよい。また、例えば、光重合
開始剤として、これらを１種類または２種類以上を併用（混合）して用いるようにしても
よい。添加量はメタ）アクリレートモノマーに対して１０重量％以下で、好ましくは０．
５～５重量％で使用する。
【００１６】
　なお、本実施例において、さらに、ハードコート用樹脂組成物には、必要に応じて、２
官能以下の（メタ）アクリレートモノマー、フッ素樹脂等の添加剤を適宜配合してもよい
。例えば、本実施例におけるハードコート用樹脂組成物に、２官能以下の（メタ）アクリ
レートモノマーやフッ素樹脂を添加することで耐候堅牢性（耐久性）や耐擦傷性を向上さ
せることができる。
【００１７】
　例えば、本実施例におけるハードコート用組成物に使用可能な２官能以下の（メタ）ア
クリレートモノマーとしては、メチル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリ
レート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ｎ－ブトキシエチル（メタ）アクリ
レート、メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アク
リレート、イソボニル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレー
ト、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、グリシジル（メタ）アクリレート、
Ｎ－アクリロイルオキシエチルヘキサヒドロフタルイミド、グリセリンジ（メタ）アクリ
レート、２－ヒドロキシ３－アクリロイロプロピル（メタ）アクリレート、テトラヒドロ
フルフリル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、エチレ
ングリコールジ（メタ）アクリレート、１，３－プロピレングリコールジ（メタ）アクリ
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レート、１，４－ヘプタンジオールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオール
ジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、テトラエチレ
ングリコールジ（メタ）アクリレート、２－ブテン－１，４－ジ（メタ）アクリレート、
シクロヘキサン－１，４－ジメタノールジ（メタ）アクリレート、１，５－ペンタンジ（
メタ）アクリレート、トリメチロールエタンジ（メタ）アクリレート、トリメチロールプ
ロパンジ（メタ）アクリレート、ジプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，
３－ブチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジオキサングリコールジアクリレート
等の直鎖状、分岐鎖状、環状の（メタ）アクリレート類、又は２官能以下のウレタンアク
リレート類等を用いてもよい。もちろん、２官能以下の（メタ）アクリレートモノマーと
しては、ここに挙げるものに限るものではない。また、例えば、２官能以下の（メタ）ア
クリレートモノマーを１種類または複数組み合せて使用するようにしてもよい。また、２
官能以下の（メタ）アクリレートモノマーの含有量は、多官能（３官能以上）の（メタ）
アクリレートモノマーに対して３０重量％以下、さらに好ましくは１０重量％～２５重量
％である。２官能以下の（メタ）アクリレートモノマーが３０重量％を超えると得られた
樹脂組成物塗膜（ハードコート層）が柔かくなりやすい。
【００１８】
　また、例えば、本実施例におけるハードコート用組成物に使用可能なフッ素樹脂として
は、パーフルオロポリエーテルアクリレート、パーフルオロポリエーテルメタクリレート
、含フッ素ポリシロキサン、含フッ素環状ポリシロキサン、含フッ素環状ポリシロキサン
アクリレート、含フッ素環状ポリシロキサンメタクリレート等のフッ素系樹脂を用いても
よい。もちろん、フッ素樹脂は、ここに挙げるものに限るものではない。また、例えば、
フッ素樹脂を１種類または複数組み合せて使用するようにしてもよい。なお、フッ素樹脂
としては、特に、非フッ素系有機化合物との相溶性に優れ、光硬化可能なフッ素樹脂が好
ましく、極少量の添加量でも耐擦傷性を向上させることができる。
【００１９】
　なお、本実施例において、さらに、ハードコート用樹脂組成物には、必要に応じて、光
増感剤、レベリング剤、消泡剤、流動性調整剤、光安定剤、酸化防止剤、着色剤、顔料、
チオール基（メルカプト基）を有する修飾剤（詳細は特開２０１１－２１３９８９号公報
参照）、金属酸化物微粒子等を適宜配合してもよい。
次に、本実施例におけるハードコート付き染色樹脂体の製造方法（製造工程）について説
明する。図１を参照して、本実施例に係るハードコート付き染色樹脂体の製造方法につい
て詳細に説明する。
まず、染色用基体（基体）を作成する工程が行われる（Ｓ１）。本実施例では、プリンタ
が、ＰＣによって作成された印刷データに基づいて、昇華性染料を含有したインクを基体
（例えば、紙、ガラス、金属等）に印刷する。その結果、染色用基体が作成される。従っ
て、染色用基体には、適切な位置に適切な量の昇華性染料が正確に付着する。ＰＣにおけ
る印刷データの作成、変更、保存等は容易である。よって、複雑な染色も容易であり、同
様の染色を繰り返すことも可能である。ただし、ＰＣおよびプリンタを用いずに染色用基
体を作成してもよい。例えば、作業者は、スプレー等を用いて昇華性染料を紙に付着させ
ることで染色用基体を作成してもよい。
【００２０】
　次いで、作業者は、染色する樹脂体と、Ｓ１で作成した染色用基体とを、染色が行われ
る位置に設置する（Ｓ２）。例えば、染色用基体は、昇華性染料が付着した付着面が樹脂
体に非接触で対向するように配置される。
【００２１】
　次いで、樹脂体周辺の気圧を低下させる工程が行われる（Ｓ３）。例えば、ポンプによ
って気体が蒸着を行うための閉塞室の外部に排出されることで、閉塞室内が略真空状態と
される。
【００２２】
　次いで、昇華性染料を樹脂体に蒸着させる工程が行われる（Ｓ４）。例えば、加熱部は
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、電磁波を発生させ、染色用基体及び昇華性染料を加熱する。その結果、染色用基体に付
着している昇華性染料が加熱されて昇華し、樹脂体に蒸着される。なお、加熱部は、赤外
線を発生させるハロゲンランプが使用される。しかし、加熱部は、ハロゲンランプの代わ
りに、紫外線、マイクロ波等の他の波長の電磁波を発生させる構成を使用してもよい。加
熱部は、電磁波を染色用基体に向けて照射することで、短時間で染料の温度を上昇させる
ことができる。
【００２３】
　次いで、樹脂体周辺の気圧を上昇させる工程が行われる（Ｓ５）。次いで、樹脂体に染
料を定着させる工程が行われる（Ｓ７）。本実施例では、蒸着の工程（Ｓ４）で用いられ
た加熱部が再び駆動される。加熱部が発生させた電磁波は、樹脂体に照射される。加熱部
は、染料が蒸着された樹脂体を電磁波によって加熱することによって、染料を定着させる
。このように、定着工程において、電磁波を用いて定着工程を行うことによって、短時間
で定着処理を行うことができる。
【００２４】
　なお、本実施例においては、加熱部として電磁波を樹脂体に照射する構成を例に挙げて
説明したがこれに限定されない。例えば、オーブンを加熱部として用いてもよい。オーブ
ンを用いると、樹脂体の温度が長い時間をかけて徐々に上昇し、蒸着工程及び定着工程が
行われる。なお、本実施例においては、定着工程において、蒸着工程に用いた加熱部を兼
用する構成を例に挙げたがこれに限定されない。蒸着工程における加熱部と、定着工程に
おける加熱部とを、別途それぞれ設けてもよい。この場合、例えば、蒸着工程において、
電磁波を樹脂体に照射する加熱部を用いて、定着工程において、オーブンを用いるように
してもよい。
【００２５】
　以上のようにして、染色用基体を用いて、樹脂体の染色が行われる。これによって、染
色された染色樹脂体が製造される。
【００２６】
　次いで、染色樹脂体にハードコートを行う。例えば、ハードコート用組成物を染色樹脂
体の表面にスピンコート、スプレーコート、ディップコート、バーコート、フローコート
、キャップコート、ナイフコート、ダイコート、ロールコート、グラビアコート法、スク
リーン印刷、刷毛塗り等を用いて所定の厚みだけ付着（塗布）させる（Ｓ８）。次いで、
紫外線（ＵＶ）を照射し、ハードコート用組成物を光重合させ硬化させることにより、表
面硬度や耐擦傷性を向上させる効果を有するハードコート層が染色樹脂体上に形成される
（Ｓ９）。なお、ハードコート層の膜厚は１～５０μｍ、好ましくは１～２０μｍとなる
ようにするとよい。例えば、ＵＶ照射の光源としては、低圧水銀ランプ、高圧水銀ランプ
、超高圧水銀ランプ、無電極ランプ、キセノンランプ、メタルハライドランプ、カーボン
アーク灯、ＬＥＤランプ、タングステンランプ等を用いることができる。
【００２７】
　なお、ハードコート用組成物の塗装前に、染色樹脂体に対してコロナ放電、プラズマ処
理などを行うことでハードコート層と染色樹脂体との密着性を向上させることができる。
また、例えば、ハードコート用組成物を塗布させる前の染色樹脂体に、コーティング処理
（例えば、プライマーコート、反射防止コート等）を行うようにしてもよい。例えば、プ
ライマーコートを行うことで、耐衝撃性、耐擦傷性を向上させることができる。このよう
に、ハードコート用組成物の塗装前に、種々の処理を行った場合であっても、本開示のハ
ードコート用組成物を適用することで、ハードコート用樹脂体による染色樹脂体の色の変
化をより抑制することができる。
【００２８】
　以上のようにして、ハードコートが行われ、ハードコート付き染色樹脂体が製造される
。
【００２９】
　なお、樹脂体の材料としては、例えば、ポリカーボネイト系樹脂（例えば、ジエチレン
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グリコールビスアリルカーボネート重合体）、ポリウレタン系樹脂、アリル系樹脂（例え
ば、アリルジグリコールカーボネート及びその共重合体、ジアリルフタレート及びその共
重合体）、フマル酸系樹脂（例えば、ベンジルフマレート共重合体）、スチレン系樹脂、
ポリメチルアクリレート系樹脂、ナイロン系樹脂、繊維系樹脂（例えば、セルロースプロ
ピオネート）、チオウレタン系またはチオエポキシ等の材料等が挙げられる。なお、本開
示のハードコート用組成物は、低侵襲性であるため、耐薬剤性の低い樹脂（例えば、ポリ
カーボネイト系樹脂等）に対して特に有用となる。耐薬剤性の低い樹脂体は、ハードコー
ト用組成物によって樹脂が侵襲されやすいため、樹脂体に入りこんだ染料に影響が及びや
すい。このため、染色された色に変化が生じやすい。
【００３０】
　また、例えば、樹脂体としては、レンズ、携帯電話のカバー、自動車のライト用のカバ
ー、アクセサリー、玩具等、種々の樹脂体を染色する場合に適用できる。なお、本開示の
ハードコート用組成物は、例えば、レンズ（プラスチックレンズ）のように、ハードコー
ト層の膜厚が不均一になることによって、干渉縞が斑になり、使用が困難となる樹脂体に
対して有用である。すなわち、本開示のハードコート用組成物は、ハードコート層の膜厚
を均一にすることができるため、ハードコート層の膜厚を均一にすることが重要となるよ
うな樹脂体に対して、有用である。
【００３１】
　なお、本実施例においては、染色樹脂体を製造するための染色方法として、気相転写染
色方法を用いる構成を例に挙げて説明したが、これに限定されない。本開示のハードコー
ト用組成物は、種々の染色方法によって染色された染色樹脂体に対しても用いてもよい。
例えば、種々の染色方法としては、浸漬染色方法、材料に練り込みによって染色する方法
等が挙げられる。
【００３２】
　以下、本実験例及び比較例を示して本開示を具体的に説明するが、本開示は、下記実験
例に制限されるものではない。以下の実験例１～１８では、気相転写染色の処理によって
染色された樹脂体に対して、グリコール系溶媒又はセロソルブ系溶媒の少なくとも一方と
、低級アルコールと、の混合比率を変化させた場合における、色差（ハードコートの前後
での染色樹脂体の色の変化量）及び濡れ性（ハードコート組成物が樹脂体に対して、均一
に塗工できるかどうかの性能）の性能を確認し、最適な混合比率を確認した。また、実験
例８～１８では、種々のグリコール系溶媒又は種々のセロソルブ系溶媒の少なくとも一方
と、種々の低級アルコールと、の混合溶媒による、色差の抑制性能及び濡れ性の性能につ
いて確認した。また、比較例１～８では、実験例１～１８の混合溶媒と比較するために、
溶媒に混合溶媒を使用しない場合における、色差の抑制性能及び濡れ性の性能について確
認した。
【００３３】
　＜実験例１＞
　多官能のアクリレートモノマー（共栄社化学株式会社製、ＵＡ－５１０Ｈ）を１０ｇに
、光重合開始剤（ＢＡＳＦ製、イルガキュアー１８４）を０．５ｇ添加し、第１溶媒（太
陽化学製、プロピレングリコールモノメチルエーテル（以下、ＰＧＭと記載））を１５．
６０ｇ、第２溶媒（キシダ化学製、イソプロピルアルコール（以下、ＩＰＡと記載））を
３．９０ｇ加え攪拌し、目的のハードコート組成物（ハードコート液）を作製した（溶媒
比は、第１溶媒（ＰＧＭ）：第２溶媒（ＩＰＡ）＝８：２）。すなわち、本実験例のハー
ドコート液は、３官能以上のアクリレートモノマーが、ハードコート液の全量に対して、
３５重量％となるように調整される（以下、実験例及び比較例についても同様）。気相転
写染色方法によって染色された染色樹脂体（染色ポリカーボネイトレンズ）にスピンコー
ターを用いて、上記ハードコート液を塗工し、これを空気雰囲気下、高圧水銀灯を用いて
約１５００ｍＪ／ｃｍ２の紫外線を照射し、膜厚約５μｍのハードコート層を形成した。
【００３４】
　上記のようにして得られた染色ポリカーボネイトレンズ（ポリカーボネイト製レンズ）
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について、下記の測定を行い、評価した。また、下記の他の実験例についても同様の測定
を行い、評価した。
【００３５】
　［色差試験］
　染色されたポリカーボネイトレンズへハードコートを塗工した際のポリカーボネイトレ
ンズの色の変化を確認した。
具体的には、染色ポリカーボネイトレンズの中心部分を測色する。この時、色とは、Ｌ＊

ａ＊ｂ＊表色系（ＣＩＥ１９７６）の明度Ｌ＊、色相と彩度を示す色度のａ＊、ｂ＊、で
ある。
染色ポリカーボネイトレンズの中心部の色をＳＰＥＣＴＲＯＰＨＯＴＯＭＥＴＥＲ　ＤＯ
Ｔ－３（株式会社村上色彩技術研究所製）によって、測定し、その後、レンズをスピンコ
ーターに凹面を上にしてセットする。上記で作製したハードコート液を１～２ｍＬ滴下し
、１分放置する。１分後に、スピンコーターをスタートさせて、ハードコート液をレンズ
凹面全体に均一に塗布する。そして、７０℃／１ｍｉｎで溶媒を乾燥させる。その後、１
５００ｍＪ／ｃｍ２の紫外線を照射して硬化させた。再度、染色ポリカーボネイトレンズ
の中心部の色を測定する。ハードコート層が形成される前後で色の変化を測定した。色の
変化は、ΔＥ＊で表し、下記基準で評価した。ΔＥ＊の計算方法は以下の数式で表される
。
【数１】

上記の数式によって算出されたΔＥ＊の結果を評価した。評価については以下のように設
定した。
０≦ΔＥ＊≦２　：Ａ（問題なし）
２＜ΔＥ＊≦６　：Ｂ（若干の色の変化はあるが、許容範囲内（問題なし））
６＜ΔＥ＊≦８　：Ｃ（色の変化はあるが、許容範囲内（問題なし））
８＜ΔＥ＊　　　：Ｄ（色の変化が大きく、問題あり）
以上の評価結果を表１に示した。
【００３６】
　［濡れ性］
　染色されたポリカーボネイトレンズへハードコートを塗工した際の濡れ性を確認した。
具体的には、色差試験の完了後、色差試験の完了したハードコート付き染色ポリカーボネ
イトレンズの外観を目視にて確認し、濡れ性を下記基準で評価した。
Ａ　：均一に塗工できている（濡れ性に問題なし）   
Ｂ　：若干、均一に塗工できていない部分あるが許容範囲内（濡れ性に問題なし）
【００３７】
　＜実験例２＞
　ＵＡ－５１０Ｈを１０ｇに、イルガキュアー１８４を０．５ｇ添加し、ＰＧＭを１３．
６５ｇ、ＩＰＡを５．８５ｇ加え攪拌し、ハードコート液を作製した（ＰＧＭ：ＩＰＡ＝
７：３）。このハードコート液を用いて、実施例１と同様に、染色ポリカーボネイトレン
ズへ塗工し、試験を行い、評価した。以上の結果を表１に示した。
【００３８】
　＜実験例３＞
　多官ＵＡ－５１０Ｈを１０ｇに、イルガキュアー１８４を０．５ｇ添加し、ＰＧＭを１
１．７０ｇ、ＩＰＡを７．８０ｇ加え攪拌し、ハードコート液を作製した（ＰＧＭ：ＩＰ
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Ａ＝６：４）。このハードコート液を用いて、実施例１と同様に、染色ポリカーボネイト
レンズへ塗工し、試験を行い、評価した。以上の結果を表１に示した。
【００３９】
　＜実験例４＞
　ＵＡ－５１０Ｈを１０ｇに、イルガキュアー１８４を０．５ｇ添加し、ＰＧＭを９．７
５ｇ、ＩＰＡを９．７５ｇ加え攪拌し、ハードコート液を作製した（ＰＧＭ：ＩＰＡ＝５
：５）。このハードコート液を用いて、実施例１と同様に、染色ポリカーボネイトレンズ
へ塗工し、試験を行い、評価した。以上の結果を表１に示した。
【００４０】
　＜実験例５＞
　ＵＡ－５１０Ｈを１０ｇに、イルガキュアー１８４を０．５ｇ添加し、ＰＧＭを７．８
０ｇ、ＩＰＡを１１．７０ｇ加え攪拌し、ハードコート液を作製した（ＰＧＭ：ＩＰＡ＝
４：６）。このハードコート液を用いて、実施例１と同様に、染色ポリカーボネイトレン
ズへ塗工し、試験を行い、評価した。以上の結果を表１に示した。
【００４１】
　＜実験例６＞
　ＵＡ－５１０Ｈを１０ｇに、イルガキュアー１８４を０．５ｇ添加し、ＰＧＭを５．８
５ｇ、ＩＰＡを１３．６５ｇ加え攪拌し、ハードコート液を作製した（ＰＧＭ：ＩＰＡ＝
３：７）。このハードコート液を用いて、実施例１と同様に、染色ポリカーボネイトレン
ズへ塗工し、試験を行い、評価した。以上の結果を表１に示した。
【００４２】
　＜実験例７＞
　ＵＡ－５１０Ｈを１０ｇに、イルガキュアー１８４を０．５ｇ添加し、ＰＧＭを３．９
０ｇ、ＩＰＡを１５．６０ｇ加え攪拌し、ハードコート液を作製した（ＰＧＭ：ＩＰＡ＝
２：８）。このハードコート液を用いて、実施例１と同様に、染色ポリカーボネイトレン
ズへ塗工し、試験を行い、評価した。以上の結果を表１に示した。
【００４３】
　＜実験例８＞
　ＵＡ－５１０Ｈの代わりに、９官能アクリレートモノマー（新中村化学工業株式会社製
、ＵＡ－３３Ｈ）を１０ｇ用いた以外は、実験例５と同様にハードコート液を作製した。
このハードコート液を用いて、実験例1と同様に試験を行い、評価した。以上の結果を表
１に示した。
【００４４】
　＜実験例９＞
　実施例５のハードコート液に、さらに、６官能アクリレートモノマー（共栄社化学株式
会社製、ＤＰＥ－６Ａ）を１．２５ｇ加え、ＰＧＭを１０．９１ｇ、ＩＰＡを１０．９１
ｇとした以外は、実験例５と同様にハードコート液を作製した。このハードコート液を用
いて、実験例1と同様に試験を行い、評価した。以上の結果を表１に示した。
【００４５】
　＜実験例１０＞
　実施例５のハードコート液に、さらに、２官能アクリレートモノマー（大阪有機化学工
場株式会社製、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート）を１．２５ｇ加え、ＰＧＭを
１０．９１ｇ、ＩＰＡを１０．９１ｇとした以外は、実験例５と同様にハードコート液を
作製した。このハードコート液を用いて、実験例1と同様に試験を行い、評価した。以上
の結果を表１に示した。
【００４６】
　＜実験例１１＞
　ＰＧＭの代わりに、グリコール系溶媒（和光純薬工業株式会社製、エチレングリコール
モノイソプロピルエーテル（２－イソプロポキシエタノール））を１７．５５ｇ用いると
ともに、ＩＰＡを１．９５ｇとした以外は、実験例５と同様にハードコート液を作製した
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（エチレングルコールモノイソプロピルエーテル：ＩＰＡ＝９：１）。このハードコート
液を用いて、実験例1と同様に試験を行い、評価した。以上の結果を表１に示した。
【００４７】
　＜実験例１２＞
　ＰＧＭの代わりに、エチレングリコールモノイソプロピルエーテルを９．７５ｇ用いた
以外は、実験例５と同様にハードコート液を作製した。このハードコート液を用いて、実
験例1と同様に試験を行い、評価した。以上の結果を表１に示した。
【００４８】
　＜実験例１３＞
　ＰＧＭの代わりに、エチレングリコールモノイソプロピルエーテルを１．９５ｇ用いる
とともに、ＩＰＡを１７．５５ｇとした以外は、実験例５と同様にハードコート液を作製
した。このハードコート液を用いて、実験例1と同様に試験を行い、評価した。以上の結
果を表１に示した。
【００４９】
　＜実験例１４＞
　ＰＧＭの代わりに、セロソルブ系溶媒（東京化成工業株式会社製、エチレングリコール
モノエチルエーテル）を９．７５ｇ用いた以外は、実験例５と同様にハードコート液を作
製した。このハードコート液を用いて、実験例1と同様に試験を行い、評価した。以上の
結果を表１に示した。
【００５０】
　＜実験例１５＞
　第１溶媒として、ＰＧＭ４．８８ｇ、エチレングリコールモノイソプロピルエーテル４
．８８ｇの混合溶媒を用いた以外は、実験例５と同様にハードコート液を作製した。この
ハードコート液を用いて、実験例1と同様に試験を行い、評価した。以上の結果を表１に
示した。
【００５１】
　＜実験例１６＞
　第１溶媒として、ＰＧＭ４．８８ｇ、エチレングリコールモノエチルエーテル４．８８
ｇの混合溶媒を用いた以外は、実験例５と同様にハードコート液を作製した。このハード
コート液を用いて、実験例1と同様に試験を行い、評価した。以上の結果を表１に示した
。
【００５２】
　＜実験例１７＞
　第２溶媒として、ＩＰＡの代わりにメタノール（キシダ化学株式会社製）９．７５ｇを
用いた以外は、実験例５と同様にハードコート液を作製した。このハードコート液を用い
て、実験例1と同様に試験を行い、評価した。以上の結果を表１に示した。
【００５３】
　＜実験例１８＞
　第１溶媒として、ＰＧＭの代わりに、エチレングリコールモノイソプロピルエーテルを
９．７５ｇ、第２溶媒として、ＩＰＡの代わりにメタノール９．７５ｇを用いた以外は、
実験例５と同様にハードコート液を作製した。このハードコート液を用いて、実験例1と
同様に試験を行い、評価した。以上の結果を表１に示した。
【００５４】
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【表１】

【００５５】
　＜比較例１＞
　ＵＡ－５１０Ｈを１０ｇに、イルガキュアー１８４を０．５ｇ添加し、ＰＧＭを１９．
５０ｇ加え攪拌し、ハードコート液を作製した（ＰＧＭ：ＩＰＡ＝１０：０）。このハー
ドコート液を用いて、実施例１と同様に、染色ポリカーボネイトレンズへ塗工し、試験を
行い、評価した。以上の結果を表２に示した。
【００５６】
　＜比較例２＞
　ＵＡ－５１０Ｈの代わりに、９官能アクリレートモノマー（新中村化学工業株式会社製
、ＵＡ－３３Ｈ）を１０ｇ用いた以外は、比較例１と同様にハードコート液を作製した。
このハードコート液を用いて、実験例1と同様に試験を行い、評価した。以上の結果を表
２に示した。
【００５７】
　＜比較例３＞
　比較例１のハードコート液に、さらに、６官能アクリレートモノマー（共栄社化学株式
会社製、ＤＰＥ－６Ａ）を１．２５ｇ加え、ＰＧＭを２１．８２ｇとした以外は、比較例
１と同様にハードコート液を作製した。このハードコート液を用いて、実験例1と同様に
試験を行い、評価した。以上の結果を表２に示した。
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【００５８】
　＜比較例４＞
　比較例１のハードコート液に、さらに、２官能アクリレートモノマー（大阪有機化学工
業株式会社製、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート）を１．２５ｇ加え、ＰＧＭを
２１．８２ｇとした以外は、比較例１と同様にハードコート液を作製した。このハードコ
ート液を用いて、実験例1と同様に試験を行い、評価した。以上の結果を表２に示した。
【００５９】
　＜比較例５＞
　ＰＧＭの代わりに、グリコール系溶媒（和光純薬工業株式会社製、エチレングリコール
モノイソプロピルエーテル）を１９．５０ｇ用いた以外は、比較例１と同様にハードコー
ト液を作製した。このハードコート液を用いて、実験例1と同様に試験を行い、評価した
。以上の結果を表２に示した。
【００６０】
　＜比較例６＞
　ＰＧＭの代わりに、セロソルブ系溶媒（東京化成工業株式会社製、エチレングリコール
モノエチルエーテル）を１９．５０ｇ用いた以外は、比較例１と同様にハードコート液を
作製した。このハードコート液を用いて、実験例1と同様に試験を行い、評価した。以上
の結果を表２に示した。
【００６１】
　＜比較例７＞
　第１溶媒として、ＰＧＭ９．７５ｇ、エチレングリコールモノイソプロピルエーテル９
．７５ｇの混合溶媒を用いた以外は、比較例１と同様にハードコート液を作製した。この
ハードコート液を用いて、実験例1と同様に試験を行い、評価した。以上の結果を表２に
示した。
【００６２】
　＜比較例８＞
　第１溶媒として、ＰＧＭ９．７５ｇ、エチレングリコールモノエチルエーテル９．７５
ｇの混合溶媒を用いた以外は、比較例１と同様にハードコート液を作製した。このハード
コート液を用いて、実験例1と同様に試験を行い、評価した。以上の結果を表２に示した
。
【００６３】
【表２】

【００６４】
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　（結果）
　以上、表１、表２で示されるように、染色された樹脂体に対して、グリコール系溶媒及
びセロソルブ系溶媒の少なくとも一方からなる第１溶媒と、低級アルコールからなる第２
溶媒と、が混合された溶媒を有するハードコート用組成物を用いて、ハードコートを行う
ことによって、染色された樹脂体の色の変化（色差）を抑制したハードコートを行うこと
ができる。すなわち、本開示のハードコート用組成物は、染色樹脂体に対して、染色され
た樹脂体の色を変化させることなく、密着性、耐擦傷性等の性能条件が良好であるハード
コートを行うことができる。
【００６５】
　また、染色された樹脂体に対して、第１溶媒の含有量（割合）が、溶媒の全量（第１溶
媒と第２溶媒が混合された溶媒の全量）に対して８０重量％以下の割合で混合されている
ハードコート用組成物（実験例１～実験例１０、実験例１２～実験例１８参照）を用いる
ことによって、染色された樹脂体の色の変化をより抑制することができる（ΔＥ＊　がＡ
又はＢ評価）。
【００６６】
　さらに、第１溶媒の含有量（割合）が、溶媒の全量に対して、３０重量％以上の割合で
混合されているハードコート用組成物（実験例１～実験例６、実験例８～実験例１２、実
験例１４～実験例１８参照）を用いることによって、低級アルコールが多くなり過ぎるこ
とによって生じる濡れ性の低下を抑制することができる（濡れ性がＡ評価）。すなわち、
染色された樹脂体に対して、第１溶媒が溶媒の全量に対して、３０重量％～８０重量％の
割合で混合されている溶媒を有するハードコート用組成物を用いることによって、染色さ
れた樹脂体の色の変化を抑制しつつ、濡れ性の高いハードコートを行うことができる。
【００６７】
　また、本開示のハードコート用組成物は、本開示の気相転写方法における定着工程にお
いて、電磁波を用いて短時間で定着処理を行う場合に、特に有用である。すなわち、電磁
波を用いて定着工程を行った場合は、オーブンで定着工程を行っていたものに対して、短
時間で定着工程を行うため、染料が樹脂体の深くまで入りこまず、樹脂体の表面から浅い
位置において多くの染料が留まる。このため、ハードコート組成物を使用した場合には、
樹脂体の表面付近が侵襲され（溶け出し）、表面付近にある染料に影響が及びやすくなる
。この結果、表面に多くの染料が留まっているような染色樹脂体に対して、ハードコート
用組成物によるハードコートを行った場合に、染色樹脂体の染料が抜けやすくなり、色の
変化がしやすくなる。本開示のハードコート用組成物は、樹脂体の表面から浅い位置に多
くの染料が留まっているような染色樹脂体であっても、染色された樹脂体の色を変化させ
ることなく、密着性、耐擦傷性の高いハードコートを行うことができる。
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